新編数学Ⅰ　ルーブリック評価規準表
１章　数と式
1節 式の計算
１項　整式とその加法・減法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	文字を含む式の加法と減法に対して，自主的に学習して理解できている。


	・整式の基本的な用語を理解していて，正しく整式を整理することができる。
・文字を２文字以上含む整式も的確に処理することができる。
	・整式の基本的な用語を理解していて，整式を整理することができる。
・文字を２文字以上含む整式を同類項にまとめることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	見通しを持って式を展開して，整式を整理することができる。


	・同類項の位置を上下に揃えて計算することができる。
・整式を係数倍した式の加法や減法を計算できる。
	整式の和と差を符号に留意して処理することができる。


	左記以外

	主体性
	自ら進んで予習して，整式の計算を工夫しようとしている。
	xだけでなくyにも着目して，整式を整理しようとしている。
	整式の項の数などによって，筆算の形の計算もしようとしている。
	左記以外



２項　整式の乗法
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	整式の乗法について，展開に工夫を要する問題も的確に処理することができる。
	整式の乗法について，式の一部をひとまとめにして別の文字で置き換えて処理することができる。
	指数法則や乗法公式について基本的なことは理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	複雑な形の整式の乗法にも見通しを持って式を展開することを考察することができる。
	式の特徴に着目して，式の一部を別の文字に置き換えることができる。
	乗法公式を的確に用いることができる。

	左記以外

	主体性
	１つの文字だけでなく，他の文字についても調べようとしている。
	他の置き換えについても調べようとしている。
	輪環の順に関心をもち，整式の形を整えようとしている。
	左記以外



３項　因数分解　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	2次3項式の因数分解をすることができる。

	式の一部を置き換えたり，１つの文字に着目するなど工夫を要する因数分解をすることができる。
	因数分解の公式を用いて因数分解の計算をすることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	最低次数の文字への着目や置き換えなどの工夫を適切に用いて因数分解することができる。

	式の特徴に着目して式を変形したり， 1つの文字に置き換えたりして因数分解を考察することができる。
	式の展開と因数分解の相互の関係を理解して，因数分解を検算して正誤を判断している。

	左記以外

	主体性
	3次式の展開や因数分解についても自主的に取り組んでいる。
	xだけでなくyにも着目して，因数分解してみようとしている。
	たすき掛けなどの因数分解に関心をもち，調べようとしている。
	左記以外






2節 実数　
１項　実数
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	・有理数と無理数の違い，さらに数を実数まで拡張することの意義を理解している。
・鳩の巣原理を理解している。
	絶対値の意味を理解して，絶対値記号をはずすことができる。


	分数が有限小数・循環小数で表されることや実数が直線上の点と1対1に対応していることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	四則計算を可能にするために数が拡張されてきた過程を考察することができる。

	自然数，整数，有理数，実数の各範囲で，四則計算について閉じているかどうか考察できる。
	分数が，整数・有限小数・循環小数のいずれで表されるか判断することができる。

	左記以外

	主体性
	２つの数の四則演算について閉じていることを調べようとしている。

	数の体系を実数まで拡張する意義に気付くとともに，数を拡張していく過程に関心をもち，調べようとしている。
	小数と分数の関係についてさらに調べようとしている。　


	左記以外



２項　根号を含む式の計算
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	・根号を含む式の値を，対称式などを用いて効率よく求めることができる。
・二重根号をはずすことができる。
	分母に根号を含む式について，分母の有理化ができる。



	・平方根と根号の定義を理解している。
・根号を含む式の加法，減法，乗法の計算をすることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	二重根号のはずし方について考察することができる。

	分母に根号を含む式について，分母を有理化することの方法を考察しようとする。
	平方根と根号の定義を理解して的確に用いることができる。

	左記以外

	主体性
	対称式の値や二重根号について詳しく調べようとしている。

	平方根の意味について，2次関数のグラフによる解釈などを自ら調べようとしている。
	「小数を分数に直す」ことについて調べようとしている。　

	左記以外





３節　1次不等式　
1項　不等号と不等式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	不等号とそれを用いた不等式の表現について，自主的に学習して理解できている。
	いろいろな数量の大小関係を，不等号を用いて不等式で表すことができる。
	大小関係を，不等号を用いて不等式で表すことができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	いろいろな数量の大小関係を不等式で考察することができる。
	数量の大小関係を不等号で考察することができる。
	言葉と記号の対応関係を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	２つ以上の事象についても，数量の大小関係を不等式で表そうとする。
	数量の大小関係を数直線に表して調べようとしている。

	不等式で表されたの値の範囲を調べようとしている。

	左記以外



２項　不等式の性質
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	不等式の性質を，数直線を用いて確認することができる。

	のとき，についての２つの式の大小関係を不等号を用いて表すことができる。
	不等式の両辺に負の数を掛けたり割ったりすると，大小関係が逆になることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	不等式の性質を電車のモデルを用いて考察することができる。

	不等式の両辺に負の数を掛けたり割ったりすると，大小関係が逆になることを考察できる。
	不等式の性質について説明することができる。

	左記以外

	主体性
	不等式の性質について，他の性質について調べようとしている。
	不等式の性質について，数直線を用いて調べようとしている。
	不等式の性質について，具体的な数値を用いて調べようとしている。
	左記以外



３項　1次不等式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	絶対値記号を含んだ方程式や不等式の解き方を理解している。
	・をかつと考えて解くことができる。
・文章題を不等式の応用として解くことができる。
	・不等式の移項や解について理解している。
・連立不等式を解いて，数直線上に表すことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	具体的な事象の考察に１次不等式を活用しようとする。また，その解法について説明できる。
	身近な問題を1次不等式の問題として考察することができる。

	不等式の性質をもとにして，1次不等式の解き方を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	絶対値記号を含んだ方程式や不等式を，グラフに図示して調べようとしている。
	絶対値記号を含んだ方程式や不等式の扱い方を理解し，調べようとしている。
	数量の関係を不等式で表し，1次不等式を活用しようとしている。

	左記以外





２章　集合と論証　　　
１節　集合と論証
１項　集合
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ド・モルガンの法則を理解して用いることができる。

	集合に関する基本的な事項が理解できていて，補集合の考え方を理解している。　
	2つの集合の関係を記号を用いて表すことができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	集合の包含関係を的確に考察することができる。

	集合を表す方法をよく考察して，的確な表現を用いることができる。
	集合に関する用語を理解して，ベン図に示したりすることができる。
	左記以外

	主体性
	３つの集合についても調べよう
とする。

	ド・モルガンの法則が成り立つことを確かめ，この法則を問題解決に活用しようとしている。
	集合をベン図などで図示することに関心をもち，問題解決に活用しようとしている。
	左記以外



２項　命題と条件
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	命題と条件について，集合を用いて理解できる。

	命題について，集合の包含関係と関連付けて理解できる。

	必要条件，十分条件などの用語や使い方を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	必要条件，十分条件など数学的な論理に必要な言葉を適切に使って表現することができる。

	条件を満たす集合を考えて，命題の真偽を集合の包含関係に結びつけて捉えることができる。
	条件の関係を集合の関係に置き換えて考えることができ，命題の真偽を判定しようとする。

	左記以外

	主体性
	「すべての･･･」や「ある･･･」な
どの否定についても調べようとしている。
	集合のド・モルガンの法則から，条件のド・モルガンの法則を確認しようとしている。
	条件の演算と集合の演算とが相互に置き換えられることに関心をもつ。
	左記以外



３項　逆・裏・対偶
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	対偶や背理法を用いて，命題を証明することができる。

	対偶や背理法を理解し，簡単な命題を証明することができる。
	命題とその逆，裏，対偶の関係や，対偶ともとの命題が同値であることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	１つの命題に対して，多面的に考察することができる。

	対偶や背理法による証明の手法を理解して的確に表現することができる。
	もとの命題と対偶とは真偽が一致すること理解し，証明にそれを活用しようとする。
	左記以外

	主体性
	命題の証明方法について，多面的に調べようとしている。

	対偶や背理法を用いた証明について興味や関心をもち，類題を調べようとしている。
	論証を集合で表すことに関心をもち，問題解決に活用しようとしている。
	左記以外






３章　2次関数　　　
１節　2次関数とそのグラフ　
１項　関数とグラフ
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	1次関数を例に，関係の定義域，値域その最大値・最小値を求めることができる。
	グラフを， を満たす 組( x，y) を座標とする点の集まりとして理解できる。
	記号f (x) について， f (a) や f (3) 
などの意味を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	開区間における最大値や最小値についても考察しようとする。

	最大値や最小値を求めるのに定義域の端点を考察しようとする。
	定義域や値域を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	関数関係を，変化する２つの量の関係として捉え，式やグラフに表すことに関心をもつ。
	関数f (x) の値  f (a)　のaについて，いろいろな場合を考えようとしている。
	グラフを要求されていない問題でも，グラフをかいて理解を深めようとしている。
	左記以外



２項　2次関数のグラフ
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	 のグラフが のグラフを平行移動した放物線であることを理解している。
	関数  を の形に変形して軸と頂点を求めて，そのグラフをかくことができる。
	・関数 の軸と頂点を求めることができる。
・また，そのグラフをかくことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	グラフの対称移動や平行移動について式に表し，応用することを考察できる。
	２つの2次関数  と 
の関係を的確に考察できる。
	座標平面上で, のグラフを平行移動してグラフをかくことを考察することができる。
	左記以外


	主体性
	グラフの平行移動や対称移動の一般公式を積極的に利用しようとしている。
	グラフィックソフトや表計算ソフトを用いて，グラフなどを確かめようとしている。
	関数について，そのグラフを図示して理解を深めようとしている。

	左記以外



３項　2次関数の最大・最小
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	定義域が変化する場合についても関数の最大値・最小値を求めることができる。

	定義域に制限のある2次関数を の形に変形して最大値，最小値を求めることができる。
	2次関数を の形に変形して，最大値，最小値を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	定義域が変化する場合の２次関数の最大値・最小値もグラフの端点や頂点にあることを認識して求めようとする
	定義域が限られた２次関数における最大値・最小値を求めるのに，端点や頂点を考慮して求めようとする。
	２次関数のグラフをかいて値域を求めることにより最大値，最小値を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	グラフィックソフトや図示などで多面的に調べようとしている。
	グラフィックソフトや図示などで確認しようとしている。
	グラフィックソフトや図示を参考にして考察しようとしている。
	左記以外



４項　2次関数の決定
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	連立３元１次方程式を解く必要のある場合にも2次関数を決定することができる。
	与えられた条件から2次関数を決定することができる。

	与えられた条件から2次関数を決定できることを理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	2次関数の決定において，グラフの特徴についても考察している。

	与えられた条件を処理するのに適した式の形を使うことができる。
	条件を処理するのに適した式の形があることを認識している。
	左記以外

	主体性
	グラフィックソフトや図示などで多面的に調べようとしている。
	グラフィックソフトや図示などで確認しようとしている。
	グラフィックソフトや図示を参考にして考察しようとしている。
	左記以外




２節　　2次方程式と2次不等式　
１項　2次関数のグラフと2次方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	２次関数のグラフと x軸の位置関係，対応する２次方程式の実数解の個数，その判別式の符号の関係を統一的に理解している。
	２次関数のグラフと x軸の位置関係は，対応する２次方程式の判別式の符号で判別できることを理解している。
	２次方程式 の実数解の個数は，判別式の符号で判別できることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	２次関数のグラフと２次方程式の実数解について総合的に考察することができる。
	２次関数のグラフと２次方程式の実数解の符号について考察することができる。
	2次関数のグラフを用いて，対応する2次方程式の解の個数を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	放物線と直線の共有点の座標について調べようとしている。
	グラフィックソフトや図示などで確認しようとしている。
	グラフィックソフトなどを参考にして解を調べようとしている。
	左記以外



２項　2次関数のグラフと2次不等式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	文章題の題意を読み取り，定義域に注意しながら不等式で表すことができる。
	2次の連立不等式を解くことができる。

	2次不等式の解を，2次関数のグラフとx軸の位置関係を調べて求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	２次方程式の実数解の符号について，不等式を用いて考察することができる。


	すべての実数が解であったり，実数解をもたないような2次不等式を，2次関数のグラフによって考察することができる。
	2次不等式の解を2次関数のグラフを用いて考察することができる。


	左記以外

	主体性
	２次方程式の実数解の符号について，条件を変えて調べようとしている。
	グラフィックソフトなどを用いて多面的に調べようとしている。
	2次不等式を解くときに，図を積極的に利用しようとしている。
	左記以外





４章　図形と計量　　
１節　三角比　
１項　三角比
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	三角比を用いて，いろいろな長さが求められることを理解している。
	サインやコサインを用いて，いろいろな長さを計算できる。
	三角比の定義を理解している。　
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角比を用いて，辺の長さを求める関係式を考察することができる。

	三角比の値を利用して，三角比の表から角の大きさを読み取ることができる。
	三平方の定理を的確に利用できる。
	左記以外

	主体性
	グラフィックソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	三角比を日常の事象や社会の事象などの問題の解決に活用しようとしている。　
	三角比について興味をもち，それを活用しようとしている。

	左記以外



２項　三角比の性質
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	１つの三角比の値から，直角三角形の性質を利用して他の三角比を求めることもできる。
	三角比の相互関係(1)(2)を利用して，1つの値から残りの値を求められる。
	三角比の相互関係(1)を利用して，1つの値から残りの値が求められる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角比の相互関係を，斜辺が１や底辺が１の直角三角形から考察することができる。
	三角比の相互関係を図形的に考察することができる。

	鋭角の三角比を°以下の角の三角比で表すことができる。
	左記以外

	主体性
	グラフィックソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	図を積極的に利用して，三角比の問題を求めようとしている。
	の関係式の逆向きの解法も調べようとしている。
	左記以外



３項　三角比の拡張
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	タンジェントについても，三角方程式を解いたり，相互関係から他の三角比の値を導くことができる。

	サイン，コサインについての方程式を解いたり，相互関係から他の三角比の値を導くことができる。
	三角比を鈍角まで拡張することの意義を理解し，鋭角の三角比の値から鈍角の三角比の値を求める方法を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	直線の傾きとtanθの関係について考察しようとする。

	三角比の符号を，座標平面上の点の位置を通して考察しようとする。
	の三角比の性質を利用して，鈍角の三角比について考察することができる。
	左記以外

	主体性
	三角不等式についても調べようとしている。
	図を積極的に利用して，三角比の値を調べようとしている。

	鈍角の三角比を，鈍角三角形を考える方法で確認しようとしている。
	左記以外







２節　三角比と図形の計量　
１項　正弦定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	正弦定理をいろいろな形に変形して，用いることができる。

	正弦定理を用いて，辺の長さや角の大きさ，外接円の半径を求めることができる。
	正弦定理が成り立つことが理解できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	正弦定理を，角の大きさによって場合を分けて証明することができる。
	正弦定理の証明を考察することができる。

	正弦定理を用いて，三角形の決定条件との関係や残りの要素を調べようとする。
	左記以外

	主体性
	sinA，sinB，sinCと3辺の長さa, b, c の間に成り立つ関係を調べ
ようとしている。
	グラフィックソフトを用いて，問題の理解を深めようとしている。
	グラフィックソフトを用いて，問題の確認をしようとしている。
	左記以外



２項　余弦定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	円に内接する四角形について，残りの辺の長さや角の大きさを余弦定理や正弦定理を用いて求めることができる。
	いくつかの辺や角が与えられた三角形の残りの辺の長さや角の大きさを，余弦定理や正弦定理を用いて求めることができる。
	余弦定理が成り立つことが理解できる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	余弦定理を，角の大きさによって場合を分けて証明することができる。
	余弦定理の証明を考察することができる。
	余弦定理は三平方の定理の拡張になっていることを認識している。

	左記以外

	主体性
	三角形の２辺と１対角が与えられ
たとき(章末A４)について，図形的意味も調べようとしている。
	円に内接する四角形の辺の長さを求ようとしている。

	正弦定理・余弦定理を用いて，三角形の決定条件との関係や残りの要素を調べようとしている。
	左記以外



３項　三角形の面積
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ヘロンの公式を理解して，面積を求めることができる。

	三角形の面積から，内接円の半径を求めることができる。

	三角形の面積について，2辺の長さとその挟む角のサインや内接円の半径と３辺の長さで求められることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角形の角の二等分線の長さ(章末B８)を，三角形の面積を用いて考察することができる。
	余弦定理を用いて，３辺の長さが与えられた三角形の面積を考察
することができる。
	２辺とその間の角が与えられた三角形の面積を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	三角形の角の二等分線の長さを求める式を考えようとしている。
	例題３とヘロンの公式の証明を対比しようとしている。
	ヘロンの公式を用いて，三角形の面積を調べようとしている。
	左記以外



４項　空間図形の計量
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	正四面体の体積や切断面の面積を求めることができる。

	空間図形に含まれる切断面に着目して，辺の長さや面積を求めることができる。
	正弦定理や余弦定理を用いて，塔や山の高さを求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	空間図形の切断面に対して，対称性を利用して考察することができる。

	空間図形に含まれる三角形について，その辺の長さを考察することができる。
	空間図形に含まれる適当な三角形に正弦定理や余弦定理を適用することができる。
	左記以外

	主体性
	正四面体の体積について，いろいろな方法で求めようとしている。

	グラフィックソフトを用いて，問題を多面的に理解しようとしている。
	グラフィックソフトを用いて，空間図形のイメージを深めようとしている。
	左記以外




５章　データの分析　　
１節　データの整理　
１項　度数分布
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	表やグラフを用いてデータを整理し，その特徴や傾向を知る方法を理解している。
	度数分布表，ヒストグラム，相対度数分布表にデータをまとめることができる。
	度数分布表，ヒストグラム，相対度数分布表の意味を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	整理した表，図，値などの意味を理解し，そのデータの特性や法則性を導くことができる。　
	度数分布表およびヒストグラムを，階級の幅の選び方に留意して作成している。　
	度数分布表と相対度数分布表の違いについて説明することができる
	左記以外

	主体性
	情報機器を的確に用いて，データを分析しようとしている。

	目的に応じた適切なグラフや手法などを考察しようとしている。
	度数分布表とヒストグラムの関係について考察しようとしている。
	左記以外



２項　代表値
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	データの特徴を１つの数値で表すことの意義をよく理解できている。
	平均値や中央値，最頻値の意味を理解して，解釈することができる。
	平均値や中央値，最頻値の定義を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	度数分布表における代表値についても考察しようとする。　


	与えられたデータの特徴を表すには平均値・最頻値・中央値のどの代表値が適切か考察することができる。
	与えられたデータに対して平均値・最頻値・中央値のもつ意味を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	度数分布表における代表値についても調べようとしている。

	情報機器などを用いて，与えられたデータの代表値を確認しようとしている。
	データの大きさを4つのパターンに分類し，効率的に中央値を求めようとしている。
	左記以外



３項　四分位数と四分位範囲
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	箱ひげ図から，いろいろな特徴について読み解くことができる。
	箱ひげ図とヒストグラムの分布を比較することができる。
	データから箱ひげ図を作成することができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	２つの箱ひげ図から，２つのデータについての特性や相違点などを
考察することができる。
	２つ以上のヒストグラムと箱ひげ図の関係についてその特徴を考察できる。
	データと箱ひげ図およびヒストグラムとの関係について考察することができる。
	左記以外

	主体性
	情報機器を用いて，データを分析しようとしている。
	情報機器を用いて，データを確認しようとしている。
	箱ひげ図を通して，散らばり具合としての四分位範囲の意義を理解しようとしている。
	左記以外








２節　　データの分析　
１項　分散と標準偏差
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	変量の変換における平均値や分散の変化を理解している。
	分散の２つの求め方を理解して場合に応じて使い分けることができる。
	分散や標準偏差の定義と意味を理解し，その値を求めることができる。　
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	変量の変換によって，平均値や標準偏差がどのように変化するか，考察しようとする。
	データから適切な代表値を得て，散らばり具合を整理し全体の傾向を考察できる。
	データの平均値と分散や標準偏差から散らばり具合を考察しようとする。
	左記以外

	主体性
	データの変量の変換を用いて，データを調べようとしている。

	表計算ソフトなどを用いてデータの分布との関係を調べようとしている。
	表計算ソフトなどを用いて，分散の計算の確認をしようとしている。
	左記以外



２項　データの相関
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	共分散の意味を理解して，相関係数との関係について説明できる。

	２つの変量で表されるデータについての散布図や相関係数から２つの変量間の相関を調べることができる。
	相関係数の意味を理解して，その値を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	相関係数を，表を用いて効率よく求める方法を考察することができる。
	データとその相関係数からデータの分布の概略を考察することができる。
	相関係数から相関の強弱を判断できる。
	左記以外

	主体性
	相関と因果関係について詳しく調べようとしている。
	情報機器を用いてデータを多面的に調べようとしている。
	情報機器を用いて計算の確認をしようとしている。
	左記以外



３項　データの外れ値
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	中央値からの外れ値と平均値からの外れ値について理解している。
	外れ値になり得る値の範囲を求めることができる。
	四分位範囲を用いた外れ値の考え方を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	外れ値の考え方について考察することができる。
	実際のデータで外れ値が極端な値となった原因や理由について考察することができる。
	外れ値には極端な値となった理由がある場合があることを認識している。
	左記以外

	主体性
	平均値からの外れ値について調べようとしている。
	外れ値を図示して，理解を深めようとしている。
	情報機器を用いて，計算の確認などをする。
	左記以外



４項　仮説検定の考え方
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	基準となる確率が５％の場合だけでなく，１％の場合についても仮説検定を行うことができる。
	具体的な事例に対してコイン投げのシミュレーションなどにより仮説検定を行うことができる。
	仮説検定の考え方を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	「仮説が誤り」と「仮説が誤りとはいえない」の意味について，さらに考察しようとする。
	問題場面に対する仮説を立て，データを収集してその仮説を検証しようとする
	たてられた仮説に対して，その仮説を検定しようとする。

	左記以外

	主体性
	数学Aの反復試行の確率を用いた仮説検定について調べようとしている。
	情報機器で乱数を発生させて，仮説検定を調べようとしている。

	仮説検定の考え方に興味，関心を示して，さらに調べようとしている。
	左記以外






課題学習１
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	黄金比に対して，自主的に学習して理解している。
	課題１，２の答えをすべて求められる。

	課題１と２(1)の答えは求められるが，課題２(2)は求められない。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題2 で，適切な三角形の組を見出し，相似比から辺の比を求められる。
	 であることを認識できる。

	課題2 で相似な三角形を見つけられる。
	左記以外　

	主体性
	・グループ活動において双方向的な話し合いができている。
・インターネットなどを用いて，黄金比が見出されるものについて学習範囲を超えて調べようとしている。
	・グループ活動において自らの考えを伝えられている。
・インターネットなどを用いて，黄金比が見出されるものについていろいろと調べようとしている。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できている。
・インターネットを用いて，黄金比が見出されるものを調べようとしている。
	左記以外



課題学習２
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	円周率πについて，自主的に学習してよく理解できている。
	課題1，2，3 の答えを求めることができる。
	課題1，2，3 で問われている考え方は理解できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	曲線で囲まれた面積を多角形で近似していくプロセスを認識できる。
	課題4 で自分の意見を的確にまとめられる。問題点について
も見出すことができる。
	課題4 で結論はまとめられるが，問題点については見出せない。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向的な話し合いができている。
・インターネットなどを用いて，円周率を求める方法について学習範囲を超えて調べようとしている。
	・グループ活動において自らの考えを伝えられている。
・インターネットなどを用いて，円周率を求める方法についていろいろと調べようとしている。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できている。
・円周率を求める方法について調べたが，内容の理解は今一歩だった。
	左記以外



課題学習３
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	自主的にQRコードからデータを得て，分析サイクルを理解している。
	課題３に対して，いえることを
的確にまとめられる。

	ヒントが与えられれば課題1，2 の答えを求められる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	解法の分からない他人に適切なアドバイスができる。
	課題3 で，データから数学的にいえることを的確にまとめることができる。
	課題3 で，データからいえることをまとめることができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において双方向的な話し合いができている。
・QRコードから取得したデータを用いて，独自の分析をしようとしている。
	・グループ活動において自らの考えを伝えられている。
・ QRコードから取得したデータを用いて確認しようとしている。
	・グループ活動において他者の考えを聞き，理解できている。
・ 鳥の体重と翼の面積について他の分析方法についても調べようとしている。
	左記以外




